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Nゲージ塗装済完成品（主素材：ABS樹脂製）　　　　　　　　　　　　　　 商品形態

A9863 キハ40＋キハ58 小倉工場試験塗装 ２両セット

実車紹介

編成図

商品概要

付属品

オプション

予価：￥16,500（本体価格￥15,000）

対象年齢14歳以上

室内灯 カプラー

矢印キーで移動、背景のグリッドは10回分
Shift押しながらで10倍移動、
Alt押しながらで0.1倍移動

交換用スカート、交換用カプラー（共にキハ40用）、行先シール

株式会社　マイクロエース TEL : 048-444-2944
FAX : 048-445-3407

製品の仕様・価格は予告なく変更する場合がありますので予めご了承ねがいます
本資料の改変、写真およびイラストの複製・改変・二次使用を禁止します
記載の内容は弊社の調査・見解に基づくものです

国鉄の一般型気動車は1950年代末よりクリーム4号＋朱色4号のツートンカラー、1975年以降は朱色5号の単色塗装
が標準色と定められました。また急行型気動車はクリーム4号＋窓回り赤11号の組み合わせが標準色として永らく続き、
どちらも「全国どこに行っても代わり映えのしない同じような車輛が走っている」という状態でした。
しかし1982年に小倉工場に入場したキハ58-56、キハ40-2062の2両がクリーム1号＋青20号のツートンカラーに塗り
替えられ当時のファンを驚かせました。ファンの間で「小倉工場試験塗装」と呼ばれるこのデザインは当時の趣味誌の表紙を
飾るなど大きな話題となりました。オリジナルデザインの先駆けともいえるこれら2両は結局1984年頃にそれぞれの標準色に
戻されましたが、1980年代後半以降は地域に根差したオリジナルデザインが全国に広がって行きます。

動力車キハ40-2062

● A8620 キハ40 及びA9862 キハ58 を基にしたバリエーションモデル
● 小倉工場試験塗装と呼ばれるアイボリー+青色のキハ58・キハ40を製品化
● 列車無線アンテナ取り付け前、タブレットキャッチャー装備、座席配置などプレーンな原型仕様
● ATS標記、所属標記、車両ナンバーを印刷済
● キハ40-2062の窓下のグリル、給水孔は印刷で再現
● キハ58の最前列客室扉窓のタブレット保護柵は省略となります
● ヘッドライト・テールライト・前面表示器点灯（ON-OFFスイッチ付）
※ 部品共用のため、前面ディテールなどが一部実車と異なります　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

JR九州承認済

キハ58-56
ヘッドライト・テールライト
前面行先表示器点灯

マイクロカプラー自連・黒
（F0003）幅広室内灯（G0001/G0002/G0003/G0004）

Photo:MAPhoto:MA　※写真は前回商品です。　※写真は前回商品です。
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